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【
お
わ
り
に
】

　
庁
舎
建
設
整
備
事
業
で
は
、

昨
年
９
月
か
ら
12
月
ま
で
に
全

５
回
に
わ
た
り
庁
舎
建
設
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
毎
回
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
と
と
も

に
、
10
月
に
実
施
し
ま
し
た
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
多

く
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
11
月
に
は
、「
庁
舎
建
設

候
補
地
及
び
庁
舎
建
設
基
本
構

想
に
関
す
る
諮
問
事
項
」
に
つ

い
て
の
中
間
答
申
書
が
正
副
委

員
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
庁
舎
建

設
候
補
地
に
は
、
大
氷
川
地
内

の
「
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
奥
多
摩
駅
東

側
」
の
土
地
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
、「
ア
ク
セ
ス
に

関
し
て
、
踏
切
や
坂
道
等
、
現

状
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
」
が

付
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
に
お
け
る

基
本
理
念
で
は
、「
誰
も
が
親

し
み
や
す
く
訪
れ
や
す
い
庁
舎

で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
災
害
時
に
は
、
危
機
管
理

対
応
を
果
た
す
『
防
災
拠
点
』

と
し
て
の
機
能
、
そ
し
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
な
一
人
ひ
と
り

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
『
奥
多
摩
ら

し
さ
』
を
併
せ
持
つ
庁
舎
を
目

指
す
こ
と
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
に
は
、
最
終
回
と
な
る

第
５
回
委
員
会
に
お
い
て
、
最

終
答
申
に
盛
り
込
む
べ
き
提
言

内
容
の
骨
子
が
決
ま
り
、
そ
の

後
、「
庁
舎
建
設
基
本
計
画
に

関
す
る
諮
問
事
項
」
に
つ
い
て

の
最
終
答
申
書
が
正
副
委
員
長

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
最
終
答
申
の
内
容
は
、
基
本

構
想
の
考
え
方
を
よ
り
具
体
化

す
る
も
の
で
、
「
コ
ス
ト
面
の

み
な
ら
ず
建
設
候
補
地
の
敷
地

特
性
を
活
か
し
た
庁
舎
の
検

討
、
多
摩
産
材
等
の
木
材
の
積

極
的
な
活
用
の
検
討
、
庁
舎
完

成
後
も
町
民
等
が
関
わ
り
を
持

て
る
屋
外
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と

有
効
活
用
の
検
討
、
新
庁
舎
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
安
全
確

保
の
た
め
に
必
要
な
道
路
（
通

路
）
整
備
の
検
討
」
な
ど
の
提

言
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
現
在
実
施
中
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
３
月
17

日
の
住
民
説
明
会
を
経
て
、
３

月
末
ま
で
に
庁
舎
建
設
基
本
計

画
を
策
定
し
、
ア
ク
セ
ス
に
関

し
て
、
安
全
面
も
含
め
、
利
用

者
目
線
に
た
っ
た
う
え
で
、
Ｊ

Ｒ
を
含
む
関
係
機
関
と
協
議
・

調
整
を
行
い
、
令
和
５
年
度
以

降
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
作

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
多
摩
大
学
と
の
大
学

連
携
事
業
で
は
、
町
と
多
摩
大

学
と
の
包
括
的
な
連
携
を
通
じ

て
、
開
か
れ
た
地
域
社
会
を
志

向
し
、
自
然
豊
か
な
奥
多
摩
町

を
軸
と
し
た
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
図
る
た
め
、
今
後
、
多
摩

大
学
と
の
協
議
を
重
ね
、
多
機

能
型
地
域
活
性
化
拠
点
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
す
と
と
も
に
、
学

生
の
若
い
力
を
借
り
な
が
ら
、

そ
し
て
、
地
域
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、
旧
琴
清
苑
跡
地
の

活
用
で
は
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

事
業
用
地
と
し
て
、
年
内
に
醸

造
施
設
の
稼
働
が
開
始
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
協
議
・
調

整
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
単
な
る
事
業
拡
大

で
は
な
く
、
町
、
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｅ
（
バ
テ
レ
）
合
同
会
社
及

び
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
が
相

互
に
連
携
し
、
奥
多
摩
町
の
新

た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
観

光
、
経
済
、
雇
用
そ
し
て
税
収

と
い
っ
た
様
々
な
面
で
、
地
域

に
と
っ
て
も
有
益
な
事
業
に
な

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
事

業
の
実
現
に
向
け
、
地
域
へ
の

説
明
も
含
め
、
具
体
的
な
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
町
内
に
点

在
す
る
空
家
や
町
有
財
産
の
有

効
活
用
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
重
ね
て
、
町
民
皆
様
、
議
員

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
令
和
５
年
第
１

回
奥
多
摩
町
議
会
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
っ
て
の
、
私
の
施
政

方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

　▶
左
か
ら
松
本
委
員
長
、

　
町
長
、
木
村
副
委
員
長
　


